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国調査 調査データと2013年と2015年の ne e ene l















































康に関する客観的指標 身長、体重、 指数 及び健康状態
の自己認識、総合的な幸福感に着目し、因子分析、重回帰
分析、ロジスティックス分析などの方法を用いて分析した。
　中国における都市―農村分断社会が本人教育達成に強い
影響を与えることを明らかにした。教育年数が長時間労働
か否かに与える影響を見ると、日本と中国は正反対な結果
が見られた。日本と中国における新中間階級は、他の階級
とくらべて、上位文化活動をする一方で、大衆文化活動も
参加しているという二重の消費パターンを持っている結果
を得た。時代効果的には、日本では、若い世代が年長世代
より総合的幸福度が高いのに対して、中国の若い世代の総
合的幸福度がより低い。
　日本は急速な経済成長を遂げており、その社会構造はよ
り成熟した近代的構造に変化してきた。中国の発展過程に
おいて、今後も長期間にわたって社会移動が増えることが
推定できる。社会の発展趨勢に対応するために、特に農村
人口が非農業人口に変化する傾向が見られ、これは中国の
社会構造の近代化への転換の結果をもたらすと考えている。
